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・ 国道2 3 号線　 竜宮ICから 南へ3 km

・ 名古屋高速4 号東海線　 船見ICから 南へ約1km

・ 伊勢湾岸自動車道　 東海ICから 北へ約1km

カ ーナビゲーショ ンをご利用の際は、

施設名称「 ガスエネルギー館」 で検索してく ださ い。

所　 在　 地

お車の場合

http s: //www.to ho gas.co.jp /ap p ro ach/techno lo g ies/

技術開発ホームページ

技術開発への取り 組み
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持続可能な

社会の実現をリ ード する

企業グループ

❸

エネルギーの枠を 超えた

く らし・ ビジネスの

パート ナー

❷

地域における

ゆるぎない

エネルギー事業者

❶

東邦ガスグループビジョ ン 未来を、一緒に、ずっと 豊かに。

当社グループが2 0 5 0 年の中間地点である2 0 3 0 年代半ばに目指す姿です。

この目指す姿には、エネルギー事業者として進化すること に加え、エネルギー以外の領域でも

皆さ まのお役に立ち、持続可能な社会の実現をリ ード すると いう 想いを 込めています。

東邦ガスは、グループ各社とともに、人 と々 の信頼のきずなを大切にし 、

う るおいと 感動のあるく らし の創造と 魅力にあふれ、いきいきとし た社会の実現に寄与し ます。

2 0 3 0 年代半ばに目指す姿

1 0 0 年の事業運営で

培った強み

多様なエネルギーの提供、

安定供給を支える体制、

技術開発・ ソリューショ ン対応

2 0 5 0 年に果たす役割

く ら し・ ビジネス・ 地域の多様

なニーズや課題と 向き 合い、持

続可能な社会に貢献

・ カ ーボンニュート ラルを実現

・ く らし・ ビジネス・ 地域に

　 おける豊かさ を実現

地域における事業基盤、

お客さ ま接点、

地域やお客さ まから の信頼

地域を支えることを

使命と する組織風土・ 人材

企業理念（ 基本理念）

取 組 み の 方 向 性 ❶
～ 多 様 な エ ネ ル ギ ー を 、 よ り 多 く の お 客 さ ま へ ～

エ ネ ル ギ ー 事 業 者と し て の 進 化

こ れまで大きな環境変化に全社一丸と なって対応してきたよう に、カ ーボンニュート ラルへの

移行に取り 組み、多様なエネルギーを持つ強みを活かしてシェ アを拡大し ます。

多様なエネルギーの提供

く らし 分野の価値創造

ガス（ 都市ガス・ LPG ）に電気、水素も 加えて、
足元からの低・ 脱炭素化と 、多様な手段の社会実装に取り 組み、

スムースなカーボンニュート ラル移行を推進

ライフスタイルやライフステージに合わせた
多様な価値を創造し 、豊かさ を感じ ら れる生活を実現

エネルギーシェ アの拡大

お客さまのニーズや機器・ 設備の利用状況等に合わせて、
多様なエネルギーを最適な形でお届け

リアル接点
地域に点在する

販売チャネル等の拠点

住住 食食 健康・ 介護健康・ 介護 エネルギーサービスエネルギーサービス エンジニアリングエンジニアリング
企業のカーボン

ニュート ラル支援

企業のカーボン

ニュート ラル支援
ビジネスサポート
（ 集客･効率化支援等）

ビジネスサポート
（ 集客･効率化支援等）

地域の
レジリエンス向上

地域の
レジリエンス向上

クリーンでスマート な
まちづく り

クリーンでスマート な
まちづく り

自治体の
カーボンニュート ラル支援

自治体の
カーボンニュート ラル支援

地域の
にぎわいの創出

地域の
にぎわいの創出

資源循環の推進資源循環の推進

デジタル接点
サービスプラット フォーム、

EＣ サイト

他業種・ お客さまと の
共創

保有ノウハウ
エンジニアリング・
O & M ※等の知見

技術開発
カーボンニュート ラルに

資する技術

安全・ 安心 安定供給
エネルギー事業者の

責務を全う

地域を支えること を

使命と する組織・ 人材

地域におけるエネルギーシェア拡大に加え、
活動エリア・ 関連ビジネスを広げていく

地域におけるエネルギーシェア拡大に加え、
活動エリア・ 関連ビジネスを広げていく

ガ　 ス
・ 低・ 脱炭素化に向けた燃料転換等を推進

・ ガス自体の脱炭素化技術を 開発・ 実装

水　 素
・ 地域における水素サプラ イチェ ーンを構築

・ モビリ ティ や熱分野等の水素需要を創出

電　 気
・ 多様な再エネ電源を開発

・ 分散型リ ソースを束ね供給力を 提供するシステムを構築

取 組 み の 方 向 性 ❷
～ く ら し や ビ ジ ネ ス に 、 よ り 良 い 今 と 未 来 を ～

多 様 な 価 値 の 創 造

エネルギーと サービスのセット 提案やエネルギー以外での価値提供を拡大し 、

く らし やビジネスの「 今」 のお困り ごと の解消や、より 良い「 未来」 の実現に貢献し ます。

価値創造の源泉

※ オペレーショ ン＆メ ンテナンス

B to  C ビジネス分野の価値創造

お客さまのカーボンニュート ラル実現を支援するなど、
ビジネス上のさまざまな課題解決に貢献

B to  B

取り 組むべき課題の発見
地域と の対話を 深め、地域特有の

社会課題・ ニーズを 把握

課題解決策の具体化・ 実行
保有資産・ノ ウハウ等を 活かしつつ

当社グループならではの課題解決を 推進

取 組 み の 方 向 性 ❸
～ S D G s 達 成 へ の 貢 献 、 さ ら にそ の 先 も 続く 未 来 へ～

社 会 課 題 解 決 の 推 進

地域を支えることを 使命と する組織・ 人材の力をより 一層発揮し 、こ れから の地域に

求めら れる課題を解決することで、SD G s達成へ貢献し 地域と とも に発展し ます。

社会課題解決の進め方・ 貢献する分野

地域持続可能で豊かな社会の実現へ 当社
企業自体のサステナビリティ 向上へ

（ 社員エンゲージメ ント 向上、会社の魅力向上）
共に発展



　 データ サイエンスの活用として、データ に基づく 知見抽出・ 予

測・ 最適化による 、社内業務の成果拡大・ 効率化を 進めていま

す。また、クラウド データ 基盤を 用いたIo T・ ガス・ 電力などのビッ

グデータ の活用にも 取り 組んでいます。将来は、こ れら 取り 組み

で得ら れたデータ 前処理・ 可視化分析・ 機械学習・ 数理最適化

などの技術・ノ ウハウを 活用し 、新たな付加価値・ サービスの創

造につなげていきます。
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　 2 0 2 0 年1 2 月に、当社5 か所目と なる豊田豊栄水素ステーショ ンを 建

設し 、運用を 開始し まし た。同水素ステ ーショ ン で は、豊田市の公用車

へ、地産再エ ネを 活用し た 都市ガス 由来の

CO ₂フリー水素供給を 開始しています。今後、

供給対象を 順次拡大していく 予定であり 、官

民一体で脱・ 低炭素社会の実現に向けた取り

組みを 進めていきます。

水素ステーショ ンの建設・ 運営

　 発電分野の脱・ 低炭素化に貢献できる技術として、都市ガス・ 水素混焼

エンジン 技術の開発に取り 組んでいます。ガスエンジン 実機による 混焼

試験やシミ ュレーショ ンモデルの構築により 、異常燃焼の抑制やN O x排

出量の低減など、水素混焼時の課題を 解決し 、将来的にガスエンジン

コ ージェ ネレーショ ンへの適用を 進めていきます。

水素混焼エンジン技術の開発

エネルギー事業者

と し ての進化

社会課題解決の

推進

エネルギー事業者

と し ての進化

社会課題解決の

推進

エネルギー事業者

と し ての進化

社会課題解決の

推進

エネルギー事業者

と し ての進化

社会課題解決の

推進

エネルギー事業者

と し ての進化

社会課題解決の

推進

エネルギー事業者

と し ての進化

社会課題解決の

推進

　 も のづく り に欠かせない工業炉で水素を 利用するための技術開発を

進めています。逆火などの燃焼不安定化、N O x排出量の増加、水素の漏

洩と いった技術課題の解決に向け、都市ガス用バーナを ベースとし た改

良開発や電磁弁、逆止弁等の補器類を 水素で使用するための評価に取

り 組んでいます。

　 テスト 炉やお客さ まが生産に使用している工業炉において、水素を 使用し

た場合の昇温時間や製品品質への影響などの評価にも 取り 組んでいます。

工業炉における水素利用技術の開発

データ サイエンスの研究

　 コ ージェ ネレ ーショ ンシステムや、ボイラ、工業炉等の業務用・ 民

生用のお客さ ま先で発生する都市ガス燃焼排ガスを 対象に、「 コ ン

パクト 」で「 低コ スト 」なCO ₂ 分離・ 回収技術の研究開発に取り 組ん

でいます。

　 技術研究所内に構築し た膜分離法や物理吸着法の性能評価設備

を 活用し 、高性能な分離膜や吸着剤の探索・ 評価や、C O ₂ 分離・ 回

収システムの開発に取り 組んでいます。 

ガス消費機器を対象とした小規模CO ₂分離・ 回収技術開発

　 大気やLN G 基地近傍の大規模な 排ガス源（ 発電やお客さ ま先）を 対象

に、液化天然ガス（ LN G ）の未利用冷熱を 活用し た高効率なCO ₂分離・ 回収

技術（ Cryo -DAC® 、Cryo -Cap ture® ）の研究開発に取り 組んでいます。

　 従来技術で必要と さ れていた加熱エネルギーを 抜本的に削減し 、CO ₂ 分

離・ 回収コ スト を 低減できるのが特長です。プロセスシミ ュレータ や実験設

備を 活用し た所要エネルギーやコ スト 評価に取り 組んでおり 、将来的なス

ケールアップ開発を目指しています。

大気や排ガスを対象とした大規模CO ₂分離回収技術開発

　 メ タ ネーショ ンは、水素と CO ₂から メ タ ンを 合成する技術です。利

用時の排出CO ₂と 回収CO ₂がオフ セット（ 相殺）さ れる場合、「 カー

ボンニュート ラル」と なるため、都市ガスを グリーン 化する技術とし

て大変期待さ れています。

　 2 0 3 0 年頃までのメ タ ネーショ ンの実用化を 目指し 、知多LN G 共

同基地においてバイオガス由来のCO ₂を 活用し た小規模な実証試

験に着手し 、ノ ウハウ蓄積や課題抽出などを 行い、将来の大規模化

に繋げていきます。

メ タネーショ ン技術の実証・ 評価

A ICH I

名古屋市

常滑市

日進市

豊田市

当社ステーショ ン 豊田豊栄水素ステーショ ン

メ タネーショ ン実証試験のイメ ージ

都市ガス火炎

水素火炎

火炎が目視できない

混焼試験中のガスエンジン

物理吸着装置膜分離装置

LN G 未利用冷熱を活用した

CO ₂分離・ 回収システムのイメ ージ

多 様 な 価 値 の

創 造

多 様 な 価 値 の

創 造
取り 組んでいるデータ サイエンスの技術要素

　 お客さ ま設備の稼働データ 実測によるCO ₂ 排出量

の現状や削減効果の把握を 通じ 、お客さ まのカーボン

ニュート ラル実現に貢献するため、無線データ 計測モ

ジュールなどシンプルで拡張性に優れたデータ 収集シ

ステムの開発、評価に取り 組んでいます。

クラウド 活用による遠隔データ 取得技術の開発

無線データ 計測モジュール（ 共同開発品）を活用したデータ 収集例

流量計

流量計測
データ

熱電対温度
データ

無線データ 収集

熱電対
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エネルギー事業者

と し ての進化

社会課題解決の

推進

エネルギー事業者

と し ての進化

　 小容量で大量に蓄熱可能な当社独自の蓄熱材を開発して

います。蓄放熱温度などの諸物性を 調整でき、未利用排熱の

時間差利用に留まらず、保温・ 輸送など、多彩な用

途に活用できます。こ れまでに防災・ キャンプ 用品

や給食保温、蓄熱槽用途で実用化・ 実証事例があ

り、更なる適用範囲拡大開発に取り 組んでいます。

高密度蓄熱技術の開発

エネルギー事業者

と し ての進化

社会課題解決の

推進

多 様 な 価 値 の

創 造

多 様 な 価 値 の

創 造

多 様 な 価 値 の

創 造

多 様 な 価 値 の

創 造

多 様 な 価 値 の

創 造

　 エネファ ームをより 多く のお客さ まにお使いいただく ため、

さ ら なる 商品価値の向上に取り 組んでいます。お風呂の自動

湯張り や床暖房のO N /O FFなど 外出先から のスマート フォン

による 遠隔操作やエネルギーの見える 化が可能な 商品を 開

発し 、2 0 2 0 年4 月から 発売しています。

家庭用燃料電池「 エネファーム」の開発

　 ご家庭で一番掃除が大変な場所である浴室の悩みの種である

「 カビ 」の抑制に着目し 、「 家事楽」提案を 可能と する商品として開

発に取り 組みました。

　 カビには高温のお湯に弱い性質があること に注目し 、ミ スト サウ

ナで得ら れる高温高湿空間によるカビ抑制効果を検討。2 週間に1

度の間隔で運転するだけで浴室内のカビ の成長を 抑制できる「 カ

ビガード ミ スト 」機能を開発。本機能を搭載したミ スト サウナ付き浴

室暖房乾燥機の標準モジュールタイプを商品化しました。

カビ抑制機能付き浴室暖房乾燥機の開発

　 子どもたちが「 どこでも・ 楽しく・ 安全に」火を学べ、家庭での料

理実践に繋げる体験型教材『 火学VR』を開発し 、2 0 2 0 年1 1 月か

らレンタルサービスを開始しています。

　 火学VR体験により、座学授業では気づかなかった換気の必要

性などに気づく よう になり 、調理実習に緊張感をもって取り 組め

るよう になります。学習効果に関する研究成果は、2 0 2 1 年キッズ

デザイン賞を受賞しています。

く らしまわり の商品開発

　 各種化学分析により 、ガス、固体、液体の成分・

組成などの分析や詳細観察を 行います。

　 都市ガス の品質管理の他、混合ガス の組成分

析、異物の原因究明、材料評価など、都市ガスの安

定供給、お客さ まへの技術支援や当社技術開発な

どに適用しています。

化学分析

家庭科授業での体験風景

調理実習時の緊張度変化
■金城学院大学と の共同研究※「 火学」は東邦ガス㈱の登録商標です。

体験型教材　 　 　 　 　 の開発

※「 エネファーム」は東京ガス㈱・ 大阪ガス㈱・ EN EO S㈱の登録商標です。

　 省エネと 節電を 実現するガス冷暖房システムであるガスヒ ート ポンプ（ G H P）の新

型機と してG H P　X A IRⅢを 開発し 、2 0 2 0 年4 月から 発売しています。効率を 従来機

比で約1 0 ％向上するとと も に、酷暑や厳寒下でも 冷暖房運転の継続を 可能と するな

どの機能性向上を 図っ た G H P　X A IRⅢは、そ の先進性から 2 0 2 0 年度省エ ネ 大賞

（ 製品・ ビジネスモデル部門）を 受賞し まし た。

ガスヒート ポンプ「 G H P X A IR（ エグゼア）Ⅲ」の開発

※「 エネファーム」は東京ガス㈱・ 大阪ガス㈱・ EN EO S㈱の登録商標です。

※「 G O U R-M EAL」、「 ト ランスウォーミ ン」は東邦ガス㈱の登録商標です。

燃料ガス組成の分析 微小粒子の元素分布像

　 流体・ 燃焼シミ ュレ ーショ ンにより 、空間内の温

度・ 流速・ 化学種の分布などを 見える化します。

　 工業炉や業務用厨房内の温度・ 流速分布を 見え

る化し 、お客さ まへの設備機器提案や当社技術開

発などに適用しています。

コンピュータ シミ ュレーショ ン

バーナ加熱炉内の流れの様子 間接加熱炉内の温度分布

当社蓄熱材のバリエーショ ンと 想定用途

　 お客さ まの多様化するニーズにお応えするため、「 く らしまわり 商品」の開発にも 取り

組 んで い ま す。１ 台 で 減 圧 調 理 、無 水 調 理 、自 動 炊 飯 が 可 能な 多 機 能 減 圧 鍋

「 G O U R-M EAL（ グルミ ール）」を、当社で初めてクラウド ファンディ ングを活用し 、商品化

しました。

　 また、高密度蓄熱技術の開発で培った技術を活用し 、防災・ キャンプ用品として太陽熱

を蓄えて繰り 返し 利用できる防寒マット「 ト ランスウォーミ ンL・ マット 」を開発しました。

多 様 な 価 値 の

創 造


